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外から “観る"ことを許 さない。いわば表現者は,“踊る"活動によって感情を客観化 しながら,内









































ドブラーは,「動作 を通 じて,舞踊は運動の感覚によって惹 き起こされた感情を表現するのであ
る日と述べ, リズムを感情を惹 き起こす源泉としている。表現者は,自己の身体運動のリズムによ










































ものであり,作品のための内的選択過程も “踊る"活動を通 して行なわれる。 したがって,イメー
ジの造形としてのダンス作品を倉」るためには,“踊る"活動がその過程のいたるところで大いに行な









































「発想の トレーニングーー 内面 (心的過程)と外面 (運動過程)の溶解を願 う― は舞踊創作の
仮定期を重視 し,一つの作品の完成を求める以前に,より柔軟に,より豊かにイメージが動きを湧
きたたせるよう『感情を持つ動 き』を発掘 しようという練習である劇すなわち,発想の トレーニン
グは,刺激のイメージを動きで表象化する練習であり,対象を動きとしてとらえる美的体験の場で
あるといえる。
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